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は じ め に

これ ま で グ ラ ム陽 性 菌,陰 性 菌 を とわ ず,PC耐 性,

OER耐 性 は ほ とん ど β-lactamaseに よ る水 解 で あ る こ

とが知 ちれ て い る。 近 年R因 子 の 感 染 に よ るCER耐 性

菌が 見 出 され,こ れ ら耐 性 菌 の増 加 が 予 想 され る。今 回 セ

ファ ロス ポ ラン酸 の7位 に メ トキ シ基 をつ け る こ とに よ

り,β-lactamase抵 抗 性 を有 す る新 しい セ フ ァマ イ シ ン

系抗 生 物 質CS-1170を 種 々 の 感染 症 に使 用 し,臨 床 効 果

を検 討 したの で報 告 す る。

I.症 例 お よ び方 法

対 象症 例 は17例 で,そ の うちわ け は肺 化 膿症3例,肺

炎5例,急 性腎盂腎炎4例,急 性膀胱炎1例,慢 性膀胱

炎1例,肺 癌2例,肺 結核1例 である。肺癌2例 および

肺結核1例 は発病初期に肺化膿症あるいは急性肺炎と考

え,CS-1170を 投与したが,あ とで肺癌,肺 結核と判明し

た症例で,臨 床効果より除外する。しかし,Ciシ1170投 与

前後の検査値の変動,副 作用に関しては,こ れちの症例

も加えた。年齢は21歳 から80歳 までで,性 別は男5例,

女12例 である。

CS-1170の 投与量は1日 量1.Ogか ら4.Ogま でで,1日

2回 に分け,朝,夕 に静注または点滴を施行した。 投与

日数は6日 間より29日間におよんだ。臨床効果の判定は

本剤投与開始後,き わめて速やかに症状の改善を認め.

しかも本剤の投与中止後,症 状の再発をみない場合を著

効,本 剤の投与開始後,明 らかに症状の改善を認めた場

合を有効,本 剤の投与開始後,症 状の改善傾向を認めた

場合をやや有効,本 剤の投与によっても症状の改善の認

められない場合を無効の4段 階とし,対 象外疾患に本剤

を投与した場合を不明とした。

II.臨 床 成 績

各症例についてはTable 1に その概要を示した。個々

の例についての検討は省略する。臨床効果は著効4例,

有効9例,無 効1例 で,有 効率は92.8%で あった。個々

の 疾 患 群 につ いて は,肺 炎 で 著効2例 。 有効3例 であ っ

た。 肺 化膿 症 では 著効1例,有 効1例,無 効1例,勝 胱

炎 では 有効2例,急 性 腎盂 腎 炎 では 著 効1例,有 効3例

で あ った 。無 効 の 肺 化 膿症 の1例 は 基礎 疾 患 を有 しない

28歳 の 女性 で,CS-1170を1g,8日 間,さ らに2g,8日

間使 用 した が,肺 陰影 の 改善 が み られ なか った 。 その 後

Lincomycin 1日 1200mg, Viccillin S(1錠 中Ampicil-

lin 125mg, Cloxacillin Na 125mg含 有) 1日2gの 併

用 で肺 陰影 の縮 小 をみ とめ た。本 症 で は 喀 痰 排 泄 が み ら

れ な か っ た ため に起 炎 菌 の 検 索 が 不 可 能 で あ っ た。 投

与 量 別効 果 で はTable 2に 示 した よ うに0.59の1日2回

投 与 例 で は 著効1例,有 効3例,0.5gを1日3回 投 与 し

た症例 では 著 効1例,有 効1例,1.0gを1日2回 投 与 し

た症例 では 有 効6例,無 効1例,2.0gの1日2回 投 与例

では 有効1例 で あ っ た。1日 の投 与 量 の 少 な い例 に 著効

例 が 多か っ たが,こ れ らの症 例 では 臨 床 症状 が 軽 度 で あ

った こ とに起 因 す るか もしれ な い。

次 に 投 薬前 に分 離 され た菌 の 消失 例 に つ い て検 討 す る

と,Table 3に 示 す よ うに,a-Streptococcu 5は5例 中4

例(80%)に 消 失 し,E.coliで は6例 中 全例 に消 失 が み

られ た 。Proleus,Klebsielhも それ ぞれ1例 に み られ た

が,CS-1170投 与 後 に 消 失 し て い た 。Enterobacter,

Pseudomonasは 各 々1例 に み られ たが 消 失 は み ら れ て

い ない 。ま た,投 薬 中 にAcinetobacter 2例,Candida 2

例,投 与 後 にPseudomonas, Streptococcus faecalis各 々

1例 が 検 出 され た 。

CS-1170投 与 前,投 与 中,投 与 後 の 血沈,血 小 板,黄 直

指 数,総 ピ リル ピ ン,S-Creatinine, Creatinine clea-

rance, Coombs' testの デ ー タ をTable 4に 示 した 。

Table 5に は ヘ モ グ ロ ビ ン,ヘ マ トク リッ ト.赤 血 球 数

白血球 数,GOT, GPT, AL-P, BUNに 対 す る影 響 を示

した 。急 性 肺 炎(No.1)の1例 で トラ ン スア ミナ ー ゼ

(GOTが20か ち60,GPTが8か ら63)の 軽 度 上 昇,BUN



164 CHEMOTHERAPY OCT. 1976



VOL. 26 S-5 CHEMOTHERAPY 165

Table 2 Clinical response to various doses of CS-1170

Table 3 Change of bacteria before, during and

after the administration of CS-1170

が18.0か ち27.0に 上 昇 が み ちれ た。本 症例 は64歳 の 男 で,

梅毒 の 他 に基 礎疾 患 を も って い なか った 。

III.副 作 用

上記の トランスアミナーゼ,BUNの 軽度上昇を示し

彗症例の他に,肺 化膿症の1例(No.7)で,CS-1170投

与3日 日より背部に赤い限局性の癌痒感を伴う発疹が出

現し,投 与とともに増悪したので,6日 目でCS-1170の

投薬を中止した。この発疹は中止後2週 で治癒した。

IV.考 按 およびまとめ

セファロスポリン系抗生物質として現在まで,Cep-

haloridine, Cephalothin, Cephalexin, Cefazolin, Cep-

haloglycine,Cephapirin,Cephradineな どが使 用 され て

い る.老 の 他,数 種 類 以上 の もの が 開 発 さ れ,臨 床 的 に検

討されている。今回著者らが使用したCS-1170は 三共株

式会社中央研究所で新 たに開発されたセファマイシン誘

導体であり,従 来のセファロスポリンC系 と異なる新規

擁幽 質とされている。本剤の特長 として1)β-lacta-
maseに 対する抵抗性が強 く,耐 性大腸菌を含むβ-lac-

tamase産 生菌に対しても強い抗菌力を有する,2)グ ラ

ム陽性菌およびグラム陰性菌に対して優れた抗菌力を有

し,さ らに従来のセラァロスポリン系およびペニシリン

系 抗 生物 質 が 無効 なindole陽 性 あProteus,Serratiaな ど

に も強 力 な抗 菌 力 を もつ,3)嫌 気性 菌,特 にペ ニ シ リン

系 お よ び セ フ ァ ロ ス ポ リ ン系 抗 生 物 質 の 効 力 が 弱 い

Bacteroides fragilisに 有効 であ る,4)筋,静 注に よ り高

い 血中 濃 度 が得 ちれ,代 謝 され ず に 活性 型 の ま ま尿 中 に

速 かに 排 泄 され る,5)動 物 実験 では 一 般毒 性 は きわめ て

弱 く,腎 毒性 を もつCephaloridine,Cefazolinよ りはる か

に少 ない,な ど とされ てい る。E.coli,Klebsiella,Proteus

な どの グ ラム陰 性 菌 に 対 して は グ ラム 陽性 菌 に 比 べ て 著

効 を呈 す るよ うであ る。

著 者 らのCS-1170の 治 験 で は1日 投 与 量 が1.0～4.0g

で 有 効 率 が92.5%で あ っ た 。 急 性 尿 路 感 染 症 で はCS

-1170投 与後4日 で自他覚所見の改善するものが大細 で

あ り,投 与前 に 検 出 され た大 腸 菌 も投与 中 に消 失 して い

た。投 与 前 のE.coliの 感受 性 はdisc法 でcS-1170に 対

し て(帯)を 示 し た 。1例 に 大 腸 菌 の ほ か にPrのteus

morganiiの 混合 感 染 が み られ た。このProteusは セ フ ァ

ロ ス ポ リ ン系 に 対 し て 感 受 性 は 陰 性 で あ っ た が,CS

-1170に 対 してdisc法 で(廾)で あ った
。急 性 肺 炎 で 起 炎菌

と考 え ら れ る もの と してStreptococcusが4例 に み ら れ

た 。この 菌 のCS-1170に 対 す る 感受 性 はdisc法 で(卅)が
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2例,(骨)が2例 であった。肺化膿症では喀痰がみられず,

起 炎薗は不明であった。

副作用はCS-1170投 与17例 中2例 にみちれた。葉疹と

思われる1例 とGOT,GPT,旦UNの 上昇をみた1例 で

ある。いずれも投与中止後2週 間前後で治癒 している。

～以上CS-1170に つ いて臨床効果について検肘を試み

た。1日 量1、0～4.09で 急性尿路感染,呼 吸器感染にす ぐ

れた効果を示 し,特 に8coZiに 著効を示した。
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The treatment was made with CS-1170, to evaluate its clinical response, in 14 cases of infections
including 3 of acute suppurative lung disease, 4 of acute pneumonia and 6 of urinary tract infection.
As the result, 4 cases were cured with excellent clinical response, 9 were good, and 1 showed poor.
All cases of acute urinary tract infection responded well to the treatment, and Escherichia coil was found
in these cases as causative organism. In conclusion, CS-1170 treatment was proved to respond well
clinically for the urinary tract infection, acute pneumonia and acute suppurative lung disease.

As to the side effects of CS-1170, rash was noticed in 1 patient, and increments of serum transamina-
ses and BUN in another patient.


